
熊谷スマートシティ推進協議会 データ活用部会

議事分類
【１】委員提供資料（委員から随時受付）
【２】全体運営パート
【３】個別政策パート（重点項目）
【４】個別政策パート（その他）
【５】データ連携基盤

（令和６年度第１回）
令和６年１１月７日
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議題一覧

2

【１】委員提供資料（委員から随時受付）

【２】全体運営パート

【３】個別政策パート（重点項目）

【４】個別政策パート（その他）

【５】データ連携基盤

⑴ 取組に対する各種表彰について

⑴ 熊谷スマートシティの取組の時間軸等の設定について

⑴ レコメンド配信について

⑵ コミュニティラボと（仮）若者ラボについて
・情報発信型と、民間主導の課題解決型の二本立ての設定について

⑷ ３本の矢の取組の進め方について
・クールシティについては、市民への認知・普及と政策実務

（横展開）等の両立
・ロボット・ドローンについては、市民への認知・普及と

産業界との連携の両立

⑶ 新時代産業３本の矢の設定と人口・産業との関わりについて
・どの世代、どの産業に貢献することを目指していくべきか

⑵ デジタルデザイン企画の状況について

⑶ コミュニティラボの取組について

⑷ ガバメントクラウドファンディングの応募状況について

⑸ データ活用部会の開催方法について

⑹ ベンダー連携調整会議について

⑺ 商工会議所等との勉強会の設定・開催状況について

⑼ 令和７年度の事業予定について

⑸ （仮）「公民連携・庁内連携に向けたＷｅｂ上での情報発信・
アーカイブ共有ガイドライン」について

⑻ 気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について

⑹ 熊谷スマートシティ実行計画の再更新について



【２】（１）
熊谷スマートシティの取組の時間軸等の設定について
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R6年度 R7年度 R８～R９年度R5年度～R4年度

実装ステージ

協調・参画ステージ

共創ステージ

効率化ステージ

（時間軸）スマートシティの各ステージの迅速な積み上げロードマップ
ペースを落とすことなく共創により新時代産業確保・社会課題解決を目指すステージへ

民間
・
応用

公共
・
基盤

R１０年度～

第三次
熊谷市
総合振興計画
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データの整備・活用

市民サービスの
各システム

コミュニティ（コミュニケー
ションツールによる共助・オー
プンガバナンス）

ミニ実験・プロト
タイピング

社会課題解決のチーム編成
（目的は仕組みのビジネス化）

産業DX・新時代産業

R6年度 R7年度 R８～R９年度R5年度～R4年度

実装ステージ

協調・参画ステージ

共創ステージ

効率化ステージ

（時間軸）スマートシティの各ステージの迅速な積み上げロードマップ
ペースを落とすことなく共創により新時代産業確保・社会課題解決を目指すステージへ

利用履歴活用等のビジネス

民間
・
応用

公共
・
基盤

リアル開発や整備とデータ
活用が連動したビジネス等熊谷SCは右の２つの

早期実現に取り組め
る段階にR6年度到達
⇒熊谷の強みの確保
に向かう

R１０年度～

デジタル田園都市国
家構想交付金（タイ
プ２）採択

5



【２】（２）
コミュニティラボと（仮）若者ラボについて
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データの整備・活用

市民サービスの
各システム

コミュニティ（コミュニケー
ションツールによる共助・オー
プンガバナンス）

ミニ実験・プロト
タイピング

社会課題解決のチーム編成
（目的は仕組みのビジネス化）

産業DX・新時代産業

R6年度 R7年度 R８～R９年度R5年度～R4年度

実装ステージ

協調・参画ステージ

共創ステージ

効率化ステージ
利用履歴活用等のビジネス

民間
・
応用

公共
・
基盤

リアル開発や整備とデータ
活用が連動したビジネス等

R１０年度～

（時間軸）共創を加速するための分類と対応するコミュニティの仕組み・システム
①基盤の低コストでの維持、②地上戦（社会課題解決）、③空中戦（新産業）

（仮）
若者ラボ

コミュニティラボ
【ベース】

公民連携ま
ちづくり

クマポ
活用

③空中戦
（新産業）

②地上戦（社会
課題解決）

①基盤の低コストで
の維持

コミュニティ関
係の取組全般
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コミュニティラボ コンセプトビジュアル

市内会場での
リアルラボ

• リアルな会合・体験
• ネットワークづくり

民間団体と市役所の連携によりウェブ上とリアルの両面で運営

（参考）「コミュニティラボ」を核とした産業振興・共創
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【２】（３）
新時代産業３本の矢の設定と

人口・産業との関わりについて
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「気象データ取扱いのノウハウが市民等に最も身近な都市」から新時代の産業へ

現時点の市民等の
実感・参画の
しやすさ 持続的に付加

価値を生み出し続
けられる可能性

②生活支援ロボット・ドローン実証

①気象観測・データ活用・クールアイデア

③（仮）先導的農業（スマート含む）

３分野がセットとなり、その時点の技術・社会・関係者の情勢により牽引す

る分野を入れ替えながら競争力を維持していくことを

「熊谷の新時代産業モデル」と位置づけ、

関係者とのネットワークづくりなどに長期的視点で取組む。

（産業軸・人口軸）新時代の産業への展開の方向性（案）
～熊谷に適した構成・シナリオを描くため、人口・産業データを参照しつつ

別紙「新時代産業のシナリオ作成サイクル（案）」を基礎に検討に取り組む。
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（ステップ１）将来人口推移のどの部分（世代・行動）に効く
ことを目指すのか。【熊谷市について整理中】

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検討において
は、素案の段階から民間との
間で極力オープンな議論を
行っていく予定。

1

資料：第２期熊谷市人口ビジョン・総合戦略、令和2年度版 熊谷市統計書、熊谷市年齢別・男
女別人口、RESAS、総務省による統計ダッシュボード、熊谷市教育委員会提供資料、埼玉県教育
委員会高校卒業者の進路状況調査、立正大学HP、高等看護学院HP、農業大学校HP、アルスコ
ンピュータ専門学校HP、看護専門学校HP、栄養専門学校HP、調理師専門学校HP、製菓専門学
校HP、熊谷高校HP、熊谷工業高校HP、熊谷商業高校HP、熊谷女子高校HP、熊谷西高校HP、
熊谷農業高校HP、妻沼高校HP

■熊谷市の「ライフステージごとの人口移動」
※1,545人（令和2年度～令和3年度に熊谷市内の中学校を卒業する一学年あたり人数）を基準とした人口
移動のおおよその推計
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他市のサンプル
（ステップ１）将来人口推移のどの部分（世代・行動）に効く
ことを目指すのか。

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検討において
は、素案の段階から民間との
間で極力オープンな議論を
行っていく予定。
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■熊谷市の産業別就業者数と利益※（2021）
熊谷スマートシティにおける新時代産業モデルが付加価値の向上に貢献しうると考えられる分野を整理。

労
働
生
産
性
（
千
円
／
人
）

就業者数（人）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

熊谷市平均3,593.55千円

建設業

卸売業、
小売業

金融業、保険業

宿泊業、飲食サービス業生活関連サービス業、娯楽業
教育、
学習支援業

医療、
福祉その他サービス業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

• RESASの産業構造マップ情報を基に作成。また、次ス
ライドの産業分類と整合するように作成。

• 上記の各産業への新時代産業モデルの貢献について
は、検討中の仮のものであり、各産業において具体的
に実証・実装を目指す内容に応じて変化する。

農業、林業

不動産業、
物品賃貸業

運輸業、郵便業 製造業学術研究、
専門・技術サービス業

参考：令和3年3月国土交
通省 産業分野における気
象データの利活用促進

先導的農業
生活支援ロボット・ドローン

気象観測・データ活用・
クールアイデア

＜新時代産業モデル3本の
矢による貢献例＞

（ステップ２）その産業の付加価値創出は経済的波及効果
が見込めるか。【熊谷市について整理中】

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検討において
は、素案の段階から民間との
間で極力オープンな議論を
行っていく予定。
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他市のサンプル
（ステップ２）その産業の付加価値創出は経済的波及効果
が見込めるか。

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検討において
は、素案の段階から民間との
間で極力オープンな議論を
行っていく予定。
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（ステップ３）付加価値創出シナリオが具体的に描けるか。
【熊谷市について整理中】

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検
討においては、素
案の段階から民間
との間で極力オー
プンな議論を行っ
ていく予定。

１次
産業
２次
産業

３次
産業

域外需要の呼び込み 域内での消費 域外市場への展開

宿泊業、飲食サービス業

建設業

医療・福祉

金融業・保険業

不動産業、物品賃貸業

電気・ガス・
熱供給・水道業
学術研究、

専門・技術サービス業
運輸業、郵便業

農業、林業

製造業

情報通信業

資料：RESAS、熊谷市統計書を基に作成

卸売業、小売業

生活関連サービス業、娯楽業

その他サービス業

教育・学習支援業

・RESAS、令和2年度版熊谷市統計書の情報を基に産業分類を作成。ま
た、前スライドの産業分類と整合するように作成。
• 各分産業分野について2象限に跨っている事由は以下のとおり整理（検
討中）。
 製造業は食料品製造について域内消費分もあることから、域外の割合
が大きいものの、域内の消費もあるため

 卸売業、小売業は域内での販売割合が大きいが域外も対象に事業を
営んでいるため

 宿泊業、飲食サービス業は宿泊業は市外客が中心となり、飲食サービ
ス業も域外の需要が一定数あると想定されるため、域外需要の割合が
大きい産業と考える

 運輸業、郵便業は広域交通も含まれるため
 生活関連サービス業、娯楽業はスポーツ興行も含まれるため
 教育・学習支援業は大学や専門学校、高校も含まれ、域外からの入
学があるため

・・・域外需要の呼び込み
割合が大きい産業

・・・域内での消費割合が
大きい産業

・・・域外市場への展開割
合が大きい産業
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他市のサンプル（ステップ３）付加価値創出シナリオが具体的に描けるか。

人口推
移のど
こに効
くか

経済的
波及効
果が見
込める

か

どのよ
うに価
値を生
むか

【新時代産業のシナ
リオ作成サイクル
（案）】

（※）シナリオ検討において
は、素案の段階から民間との
間で極力オープンな議論を
行っていく予定。
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17
市民・来訪者と店舗が

Win-Winのまちなかウェルカム

必要な空間・時間でのリアルサービス
（休憩場所・水の提供等）

クマポを行動変容に活用

利用者・サービス提供者
間については任意

熊谷市役所

利用者 店舗など

電子コミュニティポイント
の流れ

熊谷駅周辺の市街地８か所に気象センサーを設置し、

気象シミュレーションを実施

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

①

気象シミュレーション範囲図
・シミュレーション範囲
熊谷駅を中心に徒歩15分圏内約２Ｋｍ四方

Ｒ５年度 ＬＯＤ２整備範囲図
熊谷駅周辺エリア
（面積：0.6k㎡ 建物：2,100棟）

スマホサービス
（クマぶら）

コミュニティポイントが

獲得できるクールシェア

スポットを近い順に表示

コミュニティポイント
ボーナス付与

クールシェアスポット
協調表示

まちなかヒートエリア
可視化

熊谷市暑さ対策スマートパッケージの機能

クールシェアスポットの

場所・詳細情報の確認な

どができます。

温熱環境シミュレーション

の結果を表示し、相対的に

暑いエリアが把握できます。

（参考）「気象観測・データ活用」に関する実装の状況①
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クマぶら
暑さ対策スマート
パッケージ

（参考）「気象観測・データ活用」に関する実装の状況②
～データ連携基盤システムと接続することで多様なデータ活用が可能
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【２】（４）
３本の矢の取組の進め方について
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暑さ対策をテーマに“市民自らが”対策を立案し、観測データを取得・共有する取組としてスタート

ワークショップにおける気象観測フィールドワーク実施時のプレスリリース

市民自ら考えた

アイデアの実践

（参考）「気象観測・データ活用・クールアイデア」の実践（R6年度）①
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気象観測装置を適切に用いて気温データを取得、また補正を行い、研究論文への使用や、
他都市の取組等との客観的な比較が可能なデータを作成し公表を予定

地元の立正大学の協力を得て作成した“手作

り”の気象観測装置を使用して測定を実施

観測したその場で学習用ＷＥＢＧＩＳ

「カキコまっぷ」に入力しデータ化

市民や大学と連携した

実験の場
オープンガバナンス

（参考）「気象観測・データ活用・クールアイデア」の実践（R6年度）②
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居心地が良く
歩きたくなる
まちなかづくり

熊谷市では
デジタルの力で「安心」を提供し気温コンパチブルなまちづくりを実現する手法の

他都市への提供事業に取り組んでいきます

「その都市に暮らしたい！」という思い

・エネルギー
・環境対策

（参考）「気象観測・データ活用・クールアイデア」の実践（R6年度）③

22



NPO法人 ロボットビジ
ネス支援機構｜RobiZy2024年6月14日、秩父市において「まちづく

り社会実装コンソーシアム設立準備会」を秩
父市で開催し、多くの民間業者や自治体関係
者が参加。
（秩父市は、2023年に経済産業省が策定した
「デジタルライフライン全国総合整備計画」
の中の「アーリーハーベストプロジェクト」
の1つである「ドローン航路」の設定に関し
て先行地域に選定されている。）

※デジタルライフライン全国総合整備計画
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital
_architecture/lifeline.html 

まちづくり社会実装コンソーシアム埼玉県ロボティクスネットワーク

SAITAMAロボティクスセンター
（仮称）：令和８年度開所見込み

（参考）「生活支援ロボット・ドローン」に関係する活動・団体等との連携
埼玉県庁(仮称)ロボティクスセンター等)、国(秩父市周辺等でのドローン実証)、団体(ロボットビジネス
支援機構)などの関係者から熊谷市内での実証の提案を受けられる素地づくりに取り組むことを検討。
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・市内企業等と連携し、生活支援ロボット・ドローン等の実証を受け入れやすい環境づくり、新たな運用
の開発などについて可能性を探る。
・市民がまちなかで各種ロボット・ドローンに触れる機会の拡大にも着手。(中央公園イベントでの芝刈り
ロボットの展示、星川通りでの追従型ロボットの展示、星渓園での水中用ドローン展示などを調整・検討
中。)
・ロボット・ドローンに関する上記の取組みにおいては、自動運転のビリティ、スマート農業等の普及促
進や運用支援につながる可能性も意識して取り組む。

水中用ドローン追従型の運搬支援ロボット芝刈りロボット

（参考）「生活支援ロボット・ドローン」に関する取組み（調整・検討中）
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（参考）星川での走行実験風景（熊谷えびす大商業祭（えびす祭り））

25



【２】（５）
（仮）「公民連携・庁内連携に向けたＷｅｂ上での

情報発信・アーカイブ共有ガイドライン」について
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市役所トップページ

【民間団体等との相談用】市役所Webサイトと外部の追加システムの関係（案）
～双方向性のあるシステムによる「企画・振り返り」と「実行」のサイクルの加速を目指す。

インデックスサイト（or サブサイト）

（※）熊谷市役所においては掲載情報の分類などを工夫し
たものをインデックスサイト、特にデザインしたものをサ
ブサイトと呼ぶ。（サブサイトは予算要求が必要。）

（追加システム等があれば）追加システム等
と本サイトの関係の解説（本シート相当）

新着情報（主に以下の情報の追加・更新等）

取組みの基礎となるビジョン・方針等

関連情報
（※）他部署の取組みについても極力リンクを張
る。自部署の情報を自動的に優先するのではなく、
市役所全体としての構想を市民に知ってもらうこ
とを優先。

WS・シンポジウム等の募集情報や開
催記録、報告書等

【１】市役所Webサイト：特に注記がなく
ても市役所が記載内容に責任を持つ範囲

【２】追加システム（SCとしての呼称は「Webコ
モンスペース」）：市民の意見交換を促す範囲

【職員による書き込みの取扱い（案）】
（１）市民の意見交換を促すために職員が記入する場合があるが、市役所の
サイトに掲載されている内容（【１】）を越える内容は、「個人の意見であ
り市役所を代表するものではない」取扱いであることを承知の上でご参加い
ただく。
（２）職員は、政治的目的をもってする政治的行為等の法律上の違反、市役
所内で保護すべきと既定されている予算等の情報に触れること、また追加シ
ステムへの参加上求められるマナー違反等（原則として規約等に明記されて
いるもの）を行わないように留意して書き込みを行う。

書き込み内容は大まかに以下の２グループに区別される想定。
（民主導型はモデレーターの存在が重要となる見込み。）

ビジョン等に沿って市役所の予算・
事務等の関与がなされている取組み
（補助を受けて民間が実施している
内容を含む）

中
間
領
域
（
移
行
中
等
）

ビジョン等に沿っている
内容のうち、市役所の予
算・事務等の関与がない
取組み
（例）・花活

・ロボコン 等

公民連携型の実行フェイズ 民主導型の実行フェイズ

【民主導型】企画・振
り返りフェイズ

【公民連携型】企画・振り返
りフェイズ（

ア
ー
カ
イ
ブ
部
分
）

アーカイブ部分を極力有効に
活用。

27



①通常タイプのページ ②インデックスページ（庁内作業）

https://www.city.kum
agaya.lg.jp/smartcity/
index.html

https://www.city.kuma
gaya.lg.jp/about/soshi
ki/sangyo/shogyokank
o/machinakasaisei/ind
ex.html

③サブサイト（外部委託）

https://www.city.kumagaya.lg.j
p/atsusataisaku/index.html

（参考）市役所Webサイトでの情報発信形態サンプル（「サブサイト」は予算の確保を要する。）
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WS・シンポジウム等の募集情報や開
催記録、報告書等

この部分について、分かりや
すい協力依頼、連携の仕方を
用意する必要がある。

【最も簡素な絵日記タイプ】
（複数回予定のWS・勉強会シリーズの一回分など）

①主催者に絵日記的
要素を依頼

②掲載側は合理的なフォー
マットを工夫
特にページ末尾に同シリーズの前の
公表内容や全体に戻るリンクを入れ
ることが市民に全体像を理解してい
ただく上で重要

③新着に載せるだけでなく、適切にメルくま等に配信。
（まちなか再生のグリスロを含めデジタルに関係しうる勉強会等はクマぶらＤＭにも。それ

以外もクマぶら地域ニュースにまちなか再生のインデックスページの掲載等を検討。）
何の誘導も無く市役所の新着を閲覧してくださる方に頼ってい
ては市民参画の拡大はおぼつかない。

【資料やテキストの普及等
まで目指すタイプ】

【まとめページタイプ】
報告書等の区切りでは、リ
ンク活用で省力化を図りつ
つまとめページを編集。

進化

市役所Webサイトでの発信に係る効率的な業務フォーマットの設定（案）
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https://www.city.kumagaya.lg.jp/smartcity/plate
au/3dws_kankyo.html

（※）実際のWeb掲載内容
は作業風景等の他のデータ
もふくまれているページを
最小限の情報イメージとし
て流用。

（※）このページ策定時点
ではインデックスページの
構成が不安定なため、サブ
サイトへの移行を機に点検
を検討。

https://www.city.kumagaya.lg.jp/about/soshiki/s
angyo/shogyokanko/machinakasaisei/matinakaki
reini.html

（参考）市役所WebサイトでのWS開催記録等の発信様式検討用サンプルページ
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リアルもしくは公開
型Web会議傍聴

テキスト型Webシステム（注）
：テキストによる書き込みのシステムを想定
しており、Web会議システムではない。

運営側 〇一般参加者との双方向
コミュニケーションの機
会（公民連携を促進する
優先順位に従い、順次傍
聴・Web傍聴についても
拡大。）

〇ブレスト的なアイデア出し。
〇一般参加者側の意見を知る。
〇可能な応答を検討。
（市役所側については個人の書き込みは組織
を代表しないことを前提とし、決定事項は市
役所Webサイトに掲載するルール等を検
討。）

一般参
加者側

〇関係者との双方向コ
ミュニケーションの機会。

〇取組みのビジョン・経緯等の参照。
（アーカイブが必要）
〇時間や場所にとらわれない、まちづくりア
イ等への関与。（提案・賛否の意志表示等）

市役所Webサイトでの発信

市役所職員の発信スキル向上

【市役所内向け】Web発信・追加システムの取扱いスキル等（案）

事後報
告等（参
加者が限定
されていた
ものも、公
募型行事の
参加者掘り
起こしを目
指して開催
報告を積極
的に検
討。）

【要検討】市役所Webサイト掲載だ
けでは不十分なアーカイブ機能

公民連携に係る部署はこの部分の好循環を目指して積極的
OJTを行い、拡充部分を使いこなる基礎とする。

公募・公
開情報等
（資料は原則
Web公開。ス
マートシティ関
係については、
傍聴可能なWeb
会議等も積極的
に企画・発
信。）

経験蓄積パート：民間と協
力しての、より高度なコミュニ
ケーションスキルの醸成。

（※）テキスト型Webシステム＝Slack（クラウドラボ等）、Decidim（星川ビジョン関連・名称未定）を想定。
（ Lincrew（クマポプレイス）はマッチングが主目的のため、取引以外のコミュニケーションはクラウドラボ上を想定。）

基
礎
部
分

市民参画掘り起こ
しサイクル
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【２】（６）
熊谷スマートシティ実行計画の再更新について
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熊谷スマートシティ実行計画の再更新について（案）

【１】地域の目標

【２】スマートシティ戦略

【３】取組全体像

１ 再更新の方向性

２ 取組イメージ図の更新

３ 更新予定時期 令和７年２月までに更新

33



熊谷スマートシティ実行計画の再更新について（案）

令和５年度に内容の更新を行った計
画を、令和６年度中に再更新する。

34



再更新の方向性
現在の計画 更新後の計画

計画期間は令和３年度～令和７年度（５年間） 令和３年度～令和９年度（７年間）に変更。
総合振興計画（後期）の終了年度に合わせる。

市民参加のメッセージ性が低く、企業参画については
触れていない。また、全体の「軸」となる目標（コン
セプト）が見えづらい。

取組の主語を「市民・企業」に近づけ、スマートシ
ティへの参画を強く意識した将来像にする。

「暑さに対応したまち」「モビリティ」「スポーツ・
健康」の３つが中心で記載内容も多い。

左記に加え、「安心・安全（インフラの維持管理）」、
「産業DX」の内容の記載が増える。

昨年の計画更新後に完成したウェルビーイングビジョ
ンマップの内容が反映されていない部分がある。

ウェルビーイングビジョンマップの内容との整合を意
識した内容に更新する。

データ利活用方針、デジタル人材育成について、それ
ぞれ項目を設けて記載している。

それぞれ、計画が充実してきている部分を追加する。
さらにコミュニティラボに関しても追加する。
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更新前 更新後
・スマートクールシティの概念を追加
・５つの分野を（大きく２つに区分け）

【１】区域の目標
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更新前 更新後
・スマートクールシティの概念を追加

【２】スマートシティ戦略
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【３】取組全体像

更新前

・市民サービス３分野がメイ
ンで、安心・安全（インフ
ラ維持管理）と産業DXにつ
いての取扱いは限定的

更新後

・まちの活性化を実現し得る
分野（３つ）と地域の持続
性を確保する分野（２つ）
に整理しつつ、５分野を等
しく取扱う。
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【３】（１）
取組に対する各種表彰について
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本市スマートシティに関する取組が認められ、複数の団体から表彰を受けました。
JAPAN DX Player AWARD 2024

官公庁部門 第３位 受賞
一般社団法人デジタル田園都市国家構想応援団が実施する、地域のデジタル変革を推進

している日本最高峰のDXプレイヤーを称える祭典。

これまでの暑さ対策に加えて、デジタルの力によって暑さの中でも安心して
暮らせる「気温コンパチブル」なまちづくりを、官民連携により推進してい
く熊谷市の姿勢が高く評価された

エントリー動画はこちら
40



2024年度 DATA-EX賞
データ社会推進 功労者賞 受賞
一般社団法人データ社会推進協議会が実施する、デジタル庁が掲げるビジョン（「誰一

人取り残されない、人に優しいデジタル化」）に賛同し、データ社会に資する活動、研究、
事業において顕著な業績を有する個人・組織・事業を称えるための表彰制度

①クマぶらを入口として得られたデータについて、データ連携基盤や分析ツール
を活用しながら、企業や市民にも広くデータを活用してもらおうとしている取組
②データの利活用を起点とした地域住民の参加や地域産業のDX化に向けたアナロ
グ的な活動（「コミュニティラボ」 「シーンスケッチコンテスト」 「スマート
クールシティワークショップ」「デジくまネクサス」など）に連携した取組
などが高く評価された
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【３】（２）
デジタルデザイン企画の状況について
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立正大学とアーキテクトの連携したスマートクールシティの取組

• 「立正大学発の起業を熊谷スマートシティの
中の暑さ対策パッケージにからめて行っては
どうか」というアイデアについて検討。

• 事業内容（②については立正大学から再委
託）
①気象観測（a)8か所のセンサーを補完するも

のとしての徒歩での移動観測、b)中心市街
地の移動観測（自動車）、c)定点観測（星
川周辺））

②気象観測参加者ワークショップ、計測機材
の検証、観測・効果測定のフィールドワー
ク、とりまとめ等

• 中間報告会（9/28）を実施し、現在はコミュ
ニティラボ内で各班の取り組みを実施中。
3/22に最終報告会を実施する。

• 来年度の取組みについても検討を開始した。
市ホームページ２次元コード 43



【３】（３）
コミュニティラボの取組について
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コミュニティラボの取組について

• R6.11.11時点で登録者数77人、チャンネル数6
チャンネル。コンテンツの充実と登録者数の増
加が課題。

8/17コミュニティラボキックオフイベント

• WEBの場の稼働を8/17開始。スマートクールシ
ティワークショップの各班の検討の場としても
活用中。

市ホームページ2次元コード

• リアルの場は不定期開催を予定している。

• 魅力的なコンテンツを充実させるためにも庁内
連携で活用策やチャンネル数の追加を検討中。

※コミュニティラボの取組をきっかけとして、会議を開かれ
た場所で行い、その様子を市民の皆様に自由に見ていただく
『オープンラウンジ型会議』の実施も増えてきています。
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コミュニティラボ コンセプトビジュアル

市内会場での
リアルラボ

• リアルな会合・体験
• ネットワークづくり

民間団体と市役所の連携によりウェブ上とリアルの両面で運営

熊谷コミュニティラボ
「産業、イノベーション」と「市民共創、市民協働」
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熊谷コミュニティラボとは

「産業、イノベーション」と「市民共創、市民協働」のために、

2024年8月にスタートした公民連携の取組。

リアルの場とクラウドの場（ビジネスチャット：Slack）で、

参加者（大人も学生も）、事業者、市が連携し、

新たなビジネスや起業、

新たなコミュニティづくり、社会実験を行い、

「夢が叶うまち」の実現を目指します。
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熊谷コミュニティラボでできること

新たなビジネスや起業、コミュニティづくりに向けて、

〇熊谷市内外の事業者、団体、社会人、学生等とのお住まいや世
代を越えたつながりがうまれる

〇共通の興味関心、課題意識、目的等を持ったメンバーとの意見
交換や情報交換ができる
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熊谷コミュニティラボ（Slack）コンテンツ
「自分らしく暮らせる」

・＃クマポの玉手箱

・＃まちなかビジョン編集部

「夢を形に」

・＃ロボット・ドローン研究所

・＃未来のアトリエ（シーンスケッチコンテスト）

・＃スマートクールシティへようこそ

（スマートクールシティワークショップ参加の各班が活動
中）

・＃デジタル地図を作ろう-使おう
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【３】（４）
ガバメントクラウドファンディングの応募状況について
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令和６年度 産業ＤＸ推進事業
【当初のスケジュール】

募集 ６月１８日～９月１０日
審査会 ９月２６日
クラファン実施 １２月～２月頃（３か月）

◆ 募集期間１１月１日～１月３１日として再募集中（相談中 ２件）
◆ 広報周知の方法や、どのような提案が市の産業ＤＸの推進に効果的か、

関係団体（ものつくり熊谷など）と意見交換していく。

参考
令和５年度 認定事業
DX推進人材育成講座「KEYAKI DX Hub」

事業者 一般社団法人けやき共創パートナーズ
日程 ９月１１日・１２日
参加者数 １日目２８人・２日目２５人

応募０件
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【３】（５）
データ活用部会の開催方法について
（オープンラウンジ形式）
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【背景】
熊谷市版のリビングラボである「コミュニティラボ」の公開をきっかけとして、職員
は、仕事の仕方自体を根本的に変えていく観点（公開できる会議は原則として公開す
ることで、市民とともに政策を進めていくなど）を持つ必要がある。

庁内全体として様々なタイプの会議のオープン化を進めていくべきところ、データ活
用部会も『既存の公式会議のオープン化型』として、これまで以上のオープン化に取
り組みたい。

【オープンラウンジ形式の会議とは】
庁内での “閉じた” 会議ではなく、庁外のフリースペース（KUMAGAYA PLACEなど）
で会議を行うことで、内容を広く市民に公開するもの。
※併せてZoomを利用したハイブリッド型の開催も効果的
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これまで オープン化案

開催方式 Zoom開催（非公開） 対面（オープンラウンジ形式）とZoom（公開）のハイブリッド開催

資料等の公開 会議後１週間以内に
市HPに資料を掲載 資料掲載＋ダイジェスト動画（雰囲気を伝える目的）を市HPに掲載

【案の詳細（一部検討中）】
◇ オープンラウンジ形式について

・KUMAGAYA PLACE（駅直結ビル）で開催
・どなたでも観覧可能
・（ふらっと見ていただいた方もわかるように）会議の趣旨等を記載したポスター等が必要か

◇ Zoom開催について
・ZoomIDを事前に公開（Zoom観覧者は原則ミュートとし、コメントは可の設定とする）

◇ 資料等の公開について
・これまでの資料に加え、会議の雰囲気が伝わるようなダイジェスト版動画（２分程度）を公開予定

【データ活用部会の開催形式】



【３】（６）
ベンダー連携調整会議について
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令和６年度ベンダー連携調整会議について（1/2）
１ ベンダー連携調整会議とは

市が実装するスマートシティサービスに関するシステム面の情報や、熊谷スマートシティの今後の取組

予定等について情報共有と意見交換を行う。

また、参加ベンダーからは実装サービスに絡めた新規事業の提案や、関連したビジネス提案をいただけ

る場とすることを目的とする。

※令和５年度に初めて開催し、今回が２回目。

２ 参加者

スマートシティ関係システムベンダー（７社）、有識者・アーキテクト、市役所関係課、トーマツ

（ファシリテーター）

３ 実施時期・開催方法

令和６年１０月２９日（火曜日） １５時～１７時（ＺＯＯＭ開催）
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令和６年度ベンダー連携調整会議について（2/2）
４ 議題

① 今年度熊谷スマートシティ実装内容の概要について

（１）既存サービスの進捗報告について

・データ連携基盤・クマぶら（日本電気）

・クマＰＡＹ・クマポ（ＴＯＰＰＡＮ）

・スマホバス回数券の追加機能について（エイ・ケイ・システム）

・まちなか人流分析業務委託について（日本能率協会総合研究所）

（２）今年度新規サービス・取組事業等について

・図書館マイナンバーカード認証システム（エイ・ケイ・システム）

・市域の混雑度分析・まちなかの人流分析（日本能率協会総合研究所）

② 熊谷スマートシティの現状報告～令和７年度に向けた流れとまちづくりの方向性～（熊谷市）

③ 参加ベンダーからの提案

まちの情報集約・発信サービス「ＰｏｓＲｅ」について（ＴＯＰＰＡＮ）
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【３】（７）
商工会議所等との勉強会の設定・開催状況について
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商工会議所等との勉強会の設定・開催状況について

産学官デジタル研究会「デジくまネクサス」

毎回異なるベンダーを講師にお招きして、「熊谷スマートシティ」の
サービス・仕組みを説明いただきながら、データを産学官で活用する運
用や今後有効と考えられるデータやシステム等について意見交換を行う
イベント。

１ 開催経過と今後の予定
第１回（6/5） ＴＯＰＰＡＮ株式会社（クマＰＡＹ・クマポ）
第２回（7/30） 有限会社エイ・ケイ・システム （スマホバス回数券）
第３回（10/1） 日本電気株式会社（クマぶら）
第４回（12/3） 株式会社ナビタイムジャパン（コバトンＡＬＫＯＯマイレージ）
第５回（未定） 日本電気株式会社（データ連携基盤）

２ 参加者
産学官の熊谷スマートシティ連携関係者、市アーキテクト、市職員
及び 第３回から一般市民の参加も可能としている。

３ その他
第３回から、リアル会場（アズ熊谷６階 KUMAGAYA PLACE）とWEB会場（ZOOM）

のハイブリッド開催とし、会議の様子をオープンにする試みを実行中。

第３回チラシ

第２回チラシ
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【３】（８）
気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例

について
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現時点での公開予定形式の一覧
公開先 ファイル数 備考

①PNG スマートシティオープンデータカタログサイト 24 手作業で地図に重ねる等はできるがあまり活用しづらい

②KML スマートシティオープンデータカタログサイト 24(+24) 多少の知識があればGISで活用可能
現状の仕様では①とセットで扱う必要あり

③CSV⑴ スマートシティオープンデータカタログサイト 24 暑さ対策スマートパッケージと同様の用途では最も合理的
で軽量な表現

④CSV⑵ スマートシティオープンデータカタログサイト 1 単純な縦持ちデータとなるため理解が容易
③から作成する

⑤NGSI FIWARE（Orion） - ④から今年度NECに依頼して変換作業を実施
機械判別に最も有利か

気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について

方針としては、様々なフォーマットのデータを、その説明を丁寧に添えながら絞らず公開していくことで、
オープンデータとしての意義を高める。

ミサワホーム総研による風・温熱環境シミュレーション結果を公開予定
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気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について
①PNG画像24パターンと付随する諸情報

諸情報の例
データ形式：PNG
画像サイズ：1600*1600ピクセル
ファイルバリエーション：24パターン
ファイル名：kumagaya_[方位]_[時刻].png
表示色：20階調
画像端の座標：

左端（西端）：139.380364
右端（東端）：139.398774
上端（北端）：36.149291
下端（南端）：36.134331
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風向：北

時間：8時

【成果物】
24枚の画像データ

四辺の緯度経度

（参考）気象シミュレーション成果物について

風向：北東 風向：東 風向：南東 風向：南

・・・

・・・

・・・

時間：12時

時間：17時

63



気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について
②KMLファイル（＋画像ファイル）

Re:Earthで表示する目的で作成していたKML

＋
①の画像ファイルを取得し、任意
のインターネットでアクセス可能
なサーバー等にファイルを配置し、

そのアドレスを指定する

活用例：2DラスターとしてGIS上に気象シミュレーション画像を重畳し、時間帯や風向によって暑さの
分布がどのようになるのか確認する
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気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について
③ CSV形式数値データ（１）

参考

①

1600*1600pxの画像ファイル（①）を32*32のグリッドに分けて数値化（色相値）
暑さの分布が32*32の1024個の数字で表現される 65



数値データの諸情報の例
データ形式：CSV（UTF-8）
ファイルバリエーション：色画像データと同様に24パターン
ファイル名： kumagaya_[方位]_[時刻]_Grid.csv
グリッド仕様：色画像データを50ピクセルごとに分割（32*32の1024グリッド）
暑さ分布の数値：色画像データの階調に対応した色相値
データの1,2行目はヘッダ行

TopLeftX：左端の座標（経度）
TopLeftY：上端の座標（緯度）
GridWidth：グリッドの横方向の差分が経度何度分であるか
GridHeight：グリッド縦方向の差分が緯度何度分であるか

データの3行目以降は各グリッドの色相値

気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について

活用例：シミュレーション範囲内の任意の座標が、ある時刻、ある風向のときに相対的にどの程度の
暑さとなっているのかを判定する

※オープンデータ形式③～⑤はどれも画像ファイルである①を色相値で数値化したものであり、
表現形式が異なるだけ（使いやすいものを使ってもらいたい） 66



気象シミュレーション結果のオープンデータ化事例について
④ CSV形式数値データ（２）

32*32の1024行ごとに同一の座標数値の
繰り返しとなるため、別のリストとして
逃がす

ファイルが複数に分かれるが、⑤NGSIで表現・実現可能
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④の補足説明（データの構造）

Grid
Number

(1,1)
(2,1) (32,1)

(1,2)

(32,32)

・・・

・
・
・
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④の補足説明（データの構造）

Grid
Number

(1,1)
(2,1) (32,1)・・・

(1,2)

(32,32)

・
・
・

Y1

Y2

X1 X2

グリッド番号（1,1）のEと、（2,1）のWは同じ値
というように、グリッドの境界は隣り合うグリッド
同士共有していることに注意が必要

Grid
Number

(1,1)

全てのグリッド
をまとめると

69



④の補足説明（グリッドの境界）

Y1

Y2

X1 X2

Grid
Number

(1, 1)

X3

(2, 1)

Y3

(1, 2) (2, 2)

調べたい場所

グリッド番号の判定の仕方は利用者に任せるが

どこのグリッド番号に属するか調べたい場所の座標が
(X2, Y3)だった場合

<xの判定>
X1 ≦ 座標x ≦ X2 TRUE → GridNumberのx=1
※ここで判定が終わるのでx=1に属する。

<yの判定>
Y1 ≧ 座標y ≧ Y2 FALSE
Y2 ≧ 座標y ≧ Y3 TRUE → GridNumberのy=2
※ここで判定が終わるのでy=2に属する。

⇒GridNumber(1, 2)

グリッドの境界は隣り合うグリッド同士共有しているが
境界の判定は全て”含む”こととしながら、先に判定されたグリッドに属することにすれば問題はない
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（データ連携基盤
管理者）

⑥データ登録

④カタログサイトに登録 データ利用者
（サービス提供者）

データを利活用する
サービスアプリ等

⑦データ検索

⑧開発・サービス提供

⑩サービス利用

⑨データ取得

サービス利用者（市民等）

データを登録する側

コンテキスト管理
（Orion）

オープンデータカタログサイト
（CKAN）

データを利活用する側

【データを登録する側】（熊谷市）
①データ提供者（主に熊谷市）からデータが提供される
②提供ファイルの内容や形式等によるタイプ判定を行う
→判定１（オープンデータとして汎用的な公開が適する場合）
③データを既存公開サイトへ登録する

→判定２（スマートシティとして活用が見込まれる場合）
④オープンデータポータルサイト(CKAN)へカタログ登録する
⑤データをNGSI形式（機械で読み取り易い標準データ）へ変換する
⑥ NGSI形式に変換したデータをオープンデータ基盤の
コンテキスト管理（Orion）に登録する

【データを利活用する側】（事業者等）
⑦サービスを検討しているデータ利用者が登録データを検索する
⑧サービスに活用できるデータを見つけ、サービスを開発する
⑨利用者がコンテキスト管理からデータを取得し利活用する
⑩市民の利用者にサービスが利用されるデータ提供者（主に熊谷市）

CSV

NGSI

①データ提供

市HP
オープンデータセット

行政
データ

③データ登録（２）

CSV

CSV
Shape

kml

③データ登録（１）
くまっぷ

埼玉県オープンデータ
ポータルサイト

CSV
Xlsx
pdf

⑤データ
変換

スマートシティ

デジタル推進課

政策調査課

②タイプ判定・形式管理等
（システム実装委員会等で検討）

政策調査課

デジタル推進課

（従来型オープンデータ管理者）

オープンデータ基盤を活用したデータ利活用の流れ

CSV

どんなオープンデータがあるの
か見てみよう

※データ連携基盤整備委託事業者
（NEC）作成資料を加工

使えるデータ
があったから
うちのシステ
ムで活用しよ
う！

取得にあたっては熊谷市に申請が必要

令和5年度中にOrionに
登録するデータセット

・文化施設
・観光施設
・文化財一覧
・イベント

データ利活用基盤サービス

R5.11.27 データ活用部会資料（2/3）
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【３】（９）
令和７年度の事業予定について

72



令和７年度の事業予定について（概算要求関係）
令和７年度予算の概算要求時点の事業概要のピックアップ
（政策調査課関係のみ）
① データ連携基盤の新規データ連携構築等の経費

以下の外部システムからのデータを、データ連携基盤と連携させるための経費を見込む。
○コバトンALKOOマイレージ連携（歩数連携）
○ POTEKA気象データ連携（風向等気象データの連携）
○シェアサイクルシステム連携（ワイルドナイツサイクルシステムの利用データ連携）

② LINEポータルアプリ「クマぶら」の機能追加等の経費
○イベントマップの構築（市内で開催するイベントをクマぶらのマップ上に表示）
○熊谷駅前発のバス早引き機能（バスの時刻と乗り場を素早くスマホで検索できる）
○暑さ対策スマートパッケージ運用自動化
○クマぶらのイベント達成履歴を残せる機能の実装（外部サービス）

③ コミュニティラボの定着・拡充に係る経費
令和６年度に立ち上がったコミュニティラボについて、クラウドラボ、リアルラボの両面の定着・拡充をは
かるための諸経費を見込む。

④ 合併２０周年記念イベント「データドリブンジウム2025」の開催経費
データ活用の先進自治体をパネリストとして招くパネルディスカッションや、本市が取組むTableau活用の
取組の紹介等、データドリブンの姿勢を内外にPRするイベントの開催経費。 73



暑さ対策
スマパケ

【スマートシティ担当】

【都市整備】

３D都市モ
デル活用

【まちなか再生】
クマぶらクーポン
行事チラシマップ

【環境政策】

シーンスケッチ
コミュニティラボ

【市民活動】
クマポ本体
マッチングサイト本体

クールシ
ティWS R6

R７にまち
寄りに拡大

第一極
スマートクールシティ
のブランディング

第三極
データ作成・活用へ
の市民参画

第二極
コミュニティ重視

【産学連携】

【交通】
AIオンデマンド交通

産業DX向け
ふるさと納税
型クラファン

３D都市モ
デル整備

マッチングの
アクセス制限

シェアサイク
ルデータ取得

まちなか１００円実証
システム（路線バス）

気象センサー
維持管理

クマぶらイベント
合意形成システム
グリーンスローモビ
リティ データ連携基盤

クマぶら本体

乗り合い
マッチング

第四極
新たな産業（民間
サービス等）

【建設】
橋梁点検
３D化

渋滞対策広報

【安心】
入退館情報
システム

ロボット・ドローン
（暑さと共存するた
めの機器でもある）

【スポーツ】
AIカメラ
活用

【健康】

コミュニティバスデー
タ取得（降車はR6）

歩行記録アプ
リデータ取得

熊谷スマートクールシティのR6～R7年度の取組みイメージ（案） R6年7月17日

クマぶら：LINEベー
スで開発した熊谷SC
の都市サービスの
ポータル
クマポ：円に換算し
ない相互扶助型のデ
ジタル地域通貨（電
子マネーとしては別
途「クマPAY」を用
意）
赤字：R6年度実装中
あるいはR7年度に
予算要求を予定

人流デー
タ分析

（民間実証中）交
通安全AIカメラ 74



【５】（１）
クマぶら「レコメンド配信機能」について
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【レコメンド配信機能とは】

本市のデータ連携基盤には、２種類のデータ格納先が存在する。

①オープンデータを格納する「オープンデータ基盤（FIWARE）」

②スマートシティサービス※のユーザーマスタ・利用履歴を格納する

「パーソナル・データ・ストア（ＰＤＳ）」

※クマぶら、クマＰＡＹ・クマポ、スマホ回数券のことを指す

レコメンド配信機能は、「クマぶら」からプッシュ配信を行うシステム

と、上記２つの格納データをシステム連携させ、特定の絞り込み対象者

に対してのみ、プッシュ配信を行うことのできる機能を指す。 76
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【例えば・・・】

次のような配信が可能になります

クマＰＡＹの登録があるが、４月から９月の間に、１円も使っていない

ユーザーにだけ、利用勧奨につながるプッシュ配信をしよう

雪くまスタンプラリーを３個以上獲得したユーザーにだけ、オリジナル

のスマホ壁紙をプレゼントしよう。

スマホバス回数券の履歴で、特定の区間を利用しているユーザーにだけ、

近隣のクーポン利用可能な情報を配信しよう。

78
そのほかにも工夫次第でいろいろな配信が可能に！



活用イメージ

79

 「どんな相手に（絞り込み対象者） 、どんなタイミングで（送

信時期）、どんな内容（プッシュ配信の内容）」で配信するのか、

についてイメージを決める

 絞り込み対象者を具体的に決定し、配信を行う（複数条件可能）

（例）クマＰＡＹ利用者に対し、下記の複数条件で対象者を絞りこむ場合

条件１ 利用時期（○年○月○日～○年○月○日）

条件２ 利用額（○○○円以上/以下、○○○円～○○○円の範囲）

条件３ 利用店舗（○○商店 ＆ ○○百貨店 ＆ ○○モールでの利用）



PDS（パーソナルデータストア）でダウンロード可能なデータ項目

• クマぶら お気に入りログ

• クマぶら イベントログ

• クマぶら コンテンツマスタ

• クマぶら スタンプログ

• クマぶら スタンプ特典ログ

• クマぶら チャットログ

• クマぶら フォームマスタ

• クマぶら プッシュログ

• クマぶら ポイントゲームログ

• クマぶら ユーザーマスタ

• クマぶら リプライログ

• クマぶら 入退場ログ（QR）

• クマぶら 閲覧ログ

• クマＰＡＹ・クマポ 個人情報データ

• クマＰＡＹ・クマポ 決済トランザクションデータ

• スマホバス回数券 使用履歴

• スマホバス回数券 購入履歴

80
下線を引いたテーブルは絞り込みで活用しやすいと思われるデータ



※名称、住所、座標、画像、説明、関連URL、開
催時期などが記載されている。
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